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吾嘉属議去母ラットからの仔!こおける先天奇昨の発生増加

。加地籍、渡議誠工、鈴木礼子、外崎敬和

〈弘前大学臨学部第2解剖)

{自的〕本研究は母毅の訟果体がその胎存・乳千子の発遣に対

していかなる影響を及ぼすかの研究の一環である。先に、松

果体を!繋去した母ラットの仔の中に{異然奇影を免出し報告し

た〈無理症 1部・右傑水腎症 1甚;香港でのメラトニンシン

ポジウム、加地・田中、 1 999年〉が、今田iまその碍現住

の有無についてより多数例で統計学的検討を加えた。[方法}

2 4時間明暗 (12:12)調期、恒温下で朗育した正常(N)

群と手術対照(SX)群合計 30匹以上及び栓果体操去(PX)群

3 0目以上のWistar系雌性ラットを 70日齢から 11か丹齢

の正常雄性ラットι生後約 70日期から老齢にいたる造くり
返し交配させた。出産仔の大多数は離乳期前の生後 3日、 γ
目、 14-15日期に生殖器を含む全身、開腹後には消化掛・

桜探一生殖器を中心に肉眼的に検索した。(成績]N群から

の357匹及びSX群からの 628匹の出産仔の中には肉眼的
iこ認めうる奇態を容するものは全く見出されなかった。

これに対してPX群の母ラットかちの出産仔 980臨において
誌、先に報告しだものの能に新たに無理症 1匹、荘額Ij水野痕

〈嚢緯饗) 1匹、在能響廷形成症 1[2!;が見出された。摺報分

析法により対照群と奴群との需で有意差を検討した結果、奇

形の発現を 5距とした場合法P<O.Ol，腎露影或惑を諜いても

Pく0.05で謹は有意で患った。[結論〕母親の松果体ホ)~モ
ンは胎仔の先天骨形の発現を抑制している可能性がある。
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